
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
二

巻

第
二

号

　
平
成
二

十
六

年
三

月

『

東
福
仏
通
禅
師
十
牛
訣
』

に

お

け
る

第
七

図
の

解
釈

一

八

〇

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

加
　
藤
　
み

　
ち

　
子

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

一

　

大

慧
、

　

　
る

か

『

十
牛
訣
』

、

な
ぜ

第
七

図
の

解
釈
に

注
目
す

　
本
稿
は

、

痴
兀

大
慧
（
一

二

二

九
〜
一

三

＝
一
）

が

『

東
福
仏
通

禅
師

十
牛
訣
』

（

以
下

『

十

牛
訣
』

と

す
る
）

に

お
い

て

示
す
第
七

図
の

解
釈
に

は

密
教

思
想
の

影
響
が

あ
る

と

論
じ
る

も
の

で

あ
る

。

　
『

十

牛
訣
』

は
、

中
国
宋
代
の

禅
僧

廓
庵
師
遠
（
生
没
年
不
詳
）

撰
「

住

鼎

州
梁
山

廓
庵

和
尚
十

牛
図

頌

井
序
』

（
以

下

『

十
牛
図
』

と

す
る
）

の

注

釈
書
で

あ

る

が
、

『

十

牛
訣
』

の

挿
図
の

う
ち

第
七

図

に
、

廓
庵

本

の

『

十
牛
図
』

と

の

興

味
深
い

相
違
が

あ
る

。

廓
庵
本
の

第
七

図

は

牛

の

姿
が

消
え
て

い

る

が
、

『

十

牛
訣
』

で

は

牛
が

描
か

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

現

存
す
る

『

十

牛
訣
』

の

テ

キ

ス

ト

は

残
念
な
が
ら

江

戸

時
代

に

版
行
さ
れ
た

も
の

数
種
類
の

み
で

あ
る

が
、

筆
者
が

確
認
し

た

四

点

　
　
丁）

の

う
ち

、

図
そ
の

も
の

が

収

録
さ

れ
て

い

な
い

一

本
以

外
で

は

す
べ

て

第
七

図

に

牛
が

描
か

れ
て

い

る
。

　
そ
れ

で

は
、

「

十

牛
訣
』

の

著

者
で

あ
る

仏

通
禅
師
痴
兀

大
慧
は

ど

う
い

う
人

物
で

あ
ろ

う
か

。

大
慧
は
、

東
福
寺
開
山

円
爾
弁
円
（
一

二

〇
二

〜
八

〇
）

の

弟
子
で

、

東
福
寺
第
九

祖
と

な
っ

た

人

物
で

あ
る

。

彼
は

円
爾
の

立

場
を
継
承
し

て

天
台
密
教
の

深
い

素
養
の

上

に

台
密
禅
と

も

言
う
べ

き

思

想
を
築
い

て

お

り
、

更
に

安

養
寺
流
と
い

う
密
教
流
派
の

大
成
者
で

も
あ

る
。

『

十

牛
訣
』

以

外
の

文
献
で

は
、

円

爾
の

講
義
を

大

慧
が

記
述

し

た

『

大
日

経
見
聞

』

、

『

瑜

祗
経
見
聞
』

、

大
慧
の

講

義

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2

）

を

弟
子

が

記
述
し

た

『

東
寺
三

宝
院
印
信
等
口

決
』

な
ど

密
教
系
の

典

籍
が

残
さ

れ
て

い

る
。

二

　
『

十

牛
訣
』

の

研

究
動

向
と

筆
者
の

立

場

　

先
行
研

究
で

は
、

『

十

牛
訣
』

は

大
慧
に

は

珍
し

く
密
教
に
つ

い

て

は

ほ

と

ん

ど

言
及
し

な
い

著
作
と
さ

れ
て

い

る

が
、

筆
者
は

、

大
慧
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
3）

密
教

的

思

惟
は

『

十
牛
訣
』

に

も
影
響
し
て

い

る

と

考
え
て

い

る
。

例

え

ば

大
慧

は
、

「

十

牛
図
』

の

第
一

図
か

ら

第
七

図
を

教
門

、

第
八

図

以

降
を

禅
門
と

し
た

上

に
、

有
覚
門

本

有
と

無
覚
門
本
有
と
い

う
枠
組

み

を

用
い

て

『

十
牛
図
』

を

解
釈
す
る

が
、

後
述

す
る

よ

う
に
こ

の

枠
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組
み

も
大
慧
の

密
教
思

想
と

関
連

す
る

と

考
え
ら
れ

る
。

　

本
稿
で

は
、

『

十

牛
訣
』

第
七

図
の

挿
図
に

牛
の

描
か

れ

る

理

由
を

考
え
る
一

助
と

し

て
、

大

慧
の

思

想
を
以

下
の

二

点
か

ら

述
べ

て

い

こ

う
。

第
一

に
、

大
慧
は

本
覚
思

想
に

基
づ

い

て

『

十
牛
図
」

を
解
釈
し

て

い

る
。

そ
れ
は

、

大

慧
が

読
み

変
え
た

『

十

牛
訣
』

の

内
容
で

確
認

で

き
る

。

第
二

に

大
慧
の

『

十

牛
図
』

全
体
の

解
釈
に

密
教
の

影
響
が

見
え
る

。

例
え
ば
、

『

十

牛
図
』

解
釈
の

バ

ッ

ク

グ

ラ

ウ
ン

ド
に

無

覚

門
本

有
、

つ

ま
り

、

毘
慮
遮

那
仏
が

存
在
す
る

。

三

　
大

慧
に

お

け
る

第
七

図
の

解
釈

　

本
節
で

は
、

大
慧
の

『

十
牛
図
』

第
七

図
解
釈
に

つ

い

て

以

下
の

三

点
か

ら

考
察
す
る

。

第
一

に

大
慧
は

第
七

図
の

題
に
「

到
家
」

を
加
え
、

廓
庵
本
の

主

題
で

あ
る

「

忘
牛
」

と

は

異
な

る

解
釈
を
し

て
い

る
。

第

二

に
、

大

慧
の

「

家
」

は

「

本
覚
家
」

で

あ
り

、

更
に

「

本

覚
牛
」

と

言
い

得
る

と

主

張
し

て

い

る
。

そ

し
て

第
三

に
、

大

慧
の

い

う
「

本

覚
」

は
、

教

内
教

外
に

通
じ
る

「

真
源

本
有
（

本
有
之
体
）

」

で

あ
り、

大
慧
は
第
七

図
を
高
く
位
置
づ

け
て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

本

覚
重

視
の

傾
向
は

本
覚
思
想
の

基
本
骨
格
と

言
っ

て

よ
い

。

　

ま

ず
、

廓
庵
本
の

『

十
牛

図
』

第
七

図
は

、

「

牛
の

不
在
（

忘

牛）
」

こ

そ

が

意
味
を

持
つ

図
像
で

あ
る

こ

と

を

確
認
し

た

い
。

『

十
牛
図
』

は
、

入
の

牛
捜
し
に

始
ま

り
（
第
一

尋
牛
）

、

牛
を

見
つ

け
て

（
第
二

見

跡
、

第
三

見
牛
）

、

牛
を

調
教
し
（

第
四

得

牛、

第
五

牧
牛）

、

牛
と

人
の

『

東
福
仏

通
禅
師
十
牛
訣
』

に
お

け
る

第
七

図
の

解
釈
（

加
　
藤）

姿
が

順
次
見
え
な

く
な

り
（
第
七

忘
牛
存
人

、

第
入

人
牛
倶
忘）

、

本
源
へ

の

還

帰
（

第
九

返
本
還
源）

を

経
て

、

最
後
に

町
に

出
る
（

第
十
入
螂
垂

手
）

ま
で

の

プ
ロ

セ

ス

と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

プ
ロ

セ

ス

の

中
で

第
七

図
は

牛
の

不
在
こ

そ

が

主
題
で

あ
る

と

考
え
ら

れ

る
。

な
ぜ

な
ら

、

第

七

図
は

「

忘
牛
存
人
」

と

題
さ

れ
、

牛
が

消
え
人
の

み

残
る

境
地
を

指

示
し

て

い

る

だ

け
で

は

な

く
、

「

人

牛
倶
忘
」

と

題
さ

れ

る

第
八

図
、

す
な

わ

ち
人
も
牛
も
い

な

く
な
る

境
地
の

前
段
階
と

し

て

描
か

れ

て

い

る

と

見
る

事
が
で

き

る

か

ら
で

あ
る

。

つ

ま
り

「

忘
牛
」

に

焦
点
を

当

て

て

解
釈
し
て

い

る
。

　
こ

れ

に

対
し

、

大
慧
は

、

第
七

図
の

題
と

し

て

「

到
家
忘
牛
」

を

採

用

し
、

「

到

家
」

に

焦

点
を

当
て

た

解
釈
を

し

て

い

る
。

具

体
的
に

は

「

如
是

所
言
廃

証
無
得
所
謂
釈

衍
論
云

以

始
覚
者
還

同

本
覚
」

（
第
二

冊

三

オ
）

す
な

わ

ち
、

証
（
悟
り

）

と

い

う
事
も

廃
さ

れ

悟

り
を

得
る

と

い

う

事
も
な
い

境
地
で

あ

り
、

『

釈
摩

訶
衍
論
』

に

言

う
、

始
覚
が

姿

を

消
し

本
覚
の

根
源
に

還

帰
し

同
化
す
る

境
地
で

あ
る

、

と

説
明
し

て

い

る
。

つ

ま

り
、

第
七

図

を
、

本
覚
に

還

帰
す
る

「

到
家
」

の

境
地

と

解
釈
し

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

他
方

大
慧
に

は
、

第
七

図
の

「

家
」

を
「

本

覚
家
」

（

第
二

冊
一

ウ
）

と

呼
び

、

更
に

「

本

覚
牛
」

の

所

在
を

許

す
解

釈
が

あ
る

。

例

え

ば

「

雖
忘

始
覚
牛
不
忘

本
覚
牛
但
以

始
覚
同
本

覚
時
其
実
始

本
不
二

非
始

非
本
是

名
為
家
」

（

第
二

冊
四

ウ
）

す
な
わ

ち
、

始

覚
牛
は

消
え
て

も
「

本

覚
牛
」

は

そ
こ

に

残
っ

て

い

る
、

但
し

始

覚
が

本
覚
に

同

化
し

て

始

→

入
一
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『

東
福
仏

通
禅
師

十
牛
訣
』

に

お

け
る

第
七

図
の

解
釈
（
加
　
藤）

覚
・

本

覚
の

相
対
が

解

消
さ

れ

た

始
覚
で

も

本
覚
で

も
な
い

境
地
が

「

家
」

で

あ
る
、

と

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

始
覚
で

も
本

覚
で

も
無
い

境

地

に

到
る

の

で

あ
れ

ば
、

そ
の

境
地
に

は

本
覚
も
無
く
な

る

と

考
え

る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う
。

に

も

か

か

わ

ら

ず
大
慧
は

敢
え
て

「

本

覚
牛
」

を

許

す
表
現
を

加
え
て

い

る
の

で

あ
る

。

こ

れ

は

何
故
で

あ

ろ

う
か

。

　

大
慧
は

「

本

覚
牛
」

を

許
す
文
言
を

記
し

た

あ
と

で
、

そ
の

理

由
を

「

始
本

不
二

非
始

非
本
是
名

為
家
」

と

述
べ

る
。

そ

し

て
、

当
該
の

文

で

は

牛
が

教
道
法

、

家
が

証
道
法
の

比

喩
で

あ
る

か

ら
、

そ

れ
で

は

理

由
説
明
に

な
ら

な
い

の

で

は

な
い

か
、

と
い

う
問
い

を

自
ら

設

定
し

て

い

る
。

大
慧
は

、

直
接
「

本
覚
牛
」

に

つ

い

て

は

語
ら

ず
、

以

ド
の

よ

う
な
答
え

を
提
示
し
て

い

る
。

ま

ず
天

台
教
学
の

実
教
の

中
の

次
第
而

二

と

不

次

第

不
二

の

違
い

を

示

し

た

上

で
、

第
七

図
で

語
ら

れ

る

「

家
」

と

は
、

相
対
的

な

「

次
第
而
二
」

の

境
地

で

は

な
く
次

第
や

相

対
の

無
い

「

不
次
第
不
二
」

の

境
地

で

あ

る

と
い

う
。

そ

し
て

こ

の

境

地
に

は
、

教
道
法
の

比

喩
で

あ
る

「

牛
」

と

悟

り
の

境
地
の

比

喩
で

あ

る

「

家
」

と
の

相
対
は

無
い

と
し
た

上

で
、

そ
の

不
二

の

境

界
に

お
い

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
4

）

て
、

不
二

の

家
が

立

ち

現
わ

れ
て

く
る

の

で

あ
る

と
い

う
。

以

上

の

説

明
を
以
て

「

本

覚
牛
」

の

問
題

に

当
て

は

め

る

な

ら
ば

、

大

慧
は

、

第

七
図
の

境
地

に

お
い

て

は
、

始

覚
と

本
覚
の

対
立

を

超
え

た
、

い

わ

ば

不
二

の

牛
と

も
言

う
べ

き

「

本
覚
牛
」

を

認
め

得
る

と

答
え

て

い

る

と

解
釈
で

き
よ

う
。

　

し
か
し

な
ぜ

大
慧
は

「

始
本
不
二

非
始
非
本
」

の

境
地
の

上

に

更
に

一

八

二

「

本

覚
牛
」

の

所
在
を

認
め

る

解
釈
を

す
る
の

で

あ
ろ

う
か

。

そ

れ

は

大
慧
が

こ

の

境
地
を

教
内
教

外
に

通
じ

る

「

真
源

本

有
（
本
有
の

体）
」

で

あ
る

と
高

く
位
置
づ

け
、

真
源
本
有
に

還
る

事
を

重

視
し

て

い

る

事

に

よ

る

と

考
え
ら
れ
る

。

　
大
慧
に

よ

れ
ば

「

当
此

到
家
忘
牛
極
証

彼
本
有
真
理
」

（

第
二

世
ニ

ウ
）

と

あ
る

よ

う
に

、

「

到
家
忘
牛
」

と
い

う

第
七

図
の

境
地
で

証
さ
れ

る

も
の

は

「

本
有
真
理
」

で

あ
り

、

そ
れ

が

教
門
の

究
極
の

悟
り

（

極
証
）

だ

と

さ

れ

る
。

そ

し

て

「

真
源
本
有
普
通
教
内
教
外
也
」

（

第
一

冊
七

ウ

〜
八

オ
）

と

あ
る

よ

う
に

、

真

源
本
有
は
、

教
門
と

禅
門
（
教

内
教
外
）

で

異
な

る

も
の

で

は

な
い

、

と

さ
れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

大

慧
に

お

け
る

第
七

図
の

境
地
は

、

教
門
の

究
極
の

悟
り
の

境
地

で

あ
る

と

同
時
に

、

教
内
教

外
共

通

の

「

本
有
之

体
（

真

源
本
有）
」

を

顕

す
も

の

と

し

て

高
く

位
置
づ

け
て

い

る

と

読
み

取
る

事
が

で

き

る

の

で

あ

る
。

　
で

は

な
ぜ

大
慧
は

、

第
七

図
に

対
し

て
、

こ

の

よ

う
に

高
い

位
置
づ

け
を

与
え
て

い

る

の

だ

ろ

う
か

。

そ
れ

は
、

大
慧

に

お

け
る

『

十

牛

図
』

全

体
の

解
釈
に

密
教
の

影
響
が

あ
る

こ

と

と

関
連
す
る

。

こ

の

点

に
つ

い

て

は

節
を

改
め

て

述
べ

よ

う
。

四

　
大
慧
に

お

け
る

『

十

牛
図
』

全

体
の

解
釈

　

本
節
で

は
、

大
慧
が

『

十
牛
図
』

全

体
を
無
覚
門
本
有
へ

還
帰
す
る

と

い

う
テ

ー

マ

で

解
釈
し

て

い

る

事
、

そ

の

文
脈
で

第
七

図
が

重

視
さ
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れ

て

い

る

事
を
述
べ

る
。

そ

し

て

大
慧
の

別
の

著
作
で

は
、

無
覚
門
本

有
は

毘
慮

仏
の

体
で

あ
り
秘

密
の

宗
旨
で

あ
る

と

述
べ

て

い

る

事
か

ら
、

こ

の

よ

う
な

解
釈
の

背
後
に

は

密
教
思
想
が
影
響
し

て
い

る
と
い

う
事
を

示
し
た
い

。

　
ま

ず
、

大
慧
が

『

十

牛
図
』

全

体
を

無
覚
門
本
有
へ

還
帰
す
る

と
い

う
テ

ー
マ

で

解
釈
し
て

い

る

事
を

説
明
し

よ

う
。

大
慧
は

有
覚
門
本
有

と

無
覚
門
本
有
と
い

う
枠
組
み
と

、

教
門
と

禅
門
と
い

う
枠
組
み
の

二

つ

を

用
い

る

が
、

い

ず
れ

も
無
覚
門

本
有
へ

の

還

帰
を

テ
ー

マ

と

し

て

い

る
。

　

第
一

の

枠
組
み

か

ら

見
て

い

こ

う
。

有

覚
門

本
有
と

は
、

大
小
権
実

顕

密
教
内
教
外
と
い

う
さ

ま

ざ
ま
に

立
て

ら
れ

た

仏
教
の

教
説
の

こ

と

で

あ

り、

無
覚
門
本
有
と

は

衆
生

と

仏
な
ど

の

相
対
を

離
れ

た

証
道
法

で

あ

る

と

位
置
づ

け
ら

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は
、

大
慧
自
身
の

立

場
と

さ

れ

る

禅
門
も

密
教
も
天

台
も

含
め

て
、

言
説
に

よ
っ

て

立
て

ら
れ
た

教

道

法
は

す
べ

て

有

覚
門

本
有
で

あ
る

と

述
べ

て

い

る
。

こ

れ

に

対

し
、

悟
ら

れ

る

法
が

無
覚
門
本
有
で

あ
る

と
い

う
。

そ

し

て
、

大
慧
の

主
題

は
い

か

に

し
て

有
覚
門
本

有
か

ら

無
覚
門
本
有
へ

入
る

か
と
い

う

事
な
の

で

あ
る

。

　

第
二

は

『

十

牛
図
』

に

即
し

た

枠
組
み

で
、

第
一

図
か

ら
第
七

図
を

教
門

、

第
八

図

と

第
九
図

を
禅
門

と

す
る

枠
組
み
で

あ
る

。

こ

れ
は

教

禅
相
対
の

立
場
か
ら

見
た

枠
組
み

で

あ

り
、

第
一

の

視
点
か

ら

見
れ

ば

す
で

に

有

覚
門
本
有
の

議
論
で

あ
る

。

た
だ
し
大
慧
は

『

十
牛
図
』

を

『

東
福
仏
通
禅
師
十
牛
訣
』

に
お

け
る

第
七

図
の

解
釈
（

加

　
藤）

向
上

す
る

十
段
階

の

ス

テ
ッ

プ
と

は

見
て

お

ら

ず
、

教
門
の

極
証
と

し

て

語
ら

れ
る

内
容
（
第
七

図）

と

禅
門
の

極
証
と

し

て

到
る

境
地
（

第

九

図
）

は

同
じ

で

あ
る

と

位
置
づ

け
て

い

る
。

そ

し
て

教

内

教
外
に

共

通
す
る

境
地
に

お
い

て

は

真
源
本
有
が

顕
わ

に

な

る
と

い

う
。

こ

れ

は

無
覚
門
本
有
の

立

場
で

あ
る

。

つ

ま

り、

第
二

の

枠
組
み

も
実
は

『

十

牛
図
』

と
い

う
教

禅
相
対
の

立

場
（
有

覚
門

本

有）

を

通

し

て
、

教
内

教
外
に

共

通
す
る

極
証
（
無

覚
門

本

有
）

に

入
る

と
い

う

事
が

テ

ー

マ

で

あ
る

と

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

　
以

上
の

よ

う
に

、

大
慧
が
二

つ

の

枠
組
み

を
も
っ

て

語
り
た
い

の

は
、

結
局

、

有
覚
門

本
有
（
施
設
教
門
）

に

よ
っ

て
、

無
覚
門

本
有
と
い

う

教
内
教

外
に

共
通
す
る

悟

り
の

境
地
（
極
証）

に

入

る

と
い

う
事
な

の

で

あ
る

。

　
で

は
、

『

十
牛
図
』

全
体
の

中
で

、

な
ぜ

第
七

図

が

重

要
に

な
っ

て

く
る
の

で

あ
ろ

う
か

。

そ
れ

は

大
慧
が

第
七
図
か
ら

第
八

図
へ

の

転
入

こ

そ
、

無
覚
門

本

有
へ

の

還
帰
を

テ
ー

マ

と

す
る

『

十
牛
図
』

の

核
心

で

あ
る

と

捉
え
て

い

る

か

ら

で

あ
る

。

教

門
の

極

証
で

あ
る

第
七

図

は
、

言
説
を

以

て

表
し
得
る

究
極
の

悟
り
の

境
地
で

あ

る
。

こ

の

境
地

の

説
明
に

よ
っ

て
、

本
来
語
ら

れ

ざ
る

無
覚
門
本
有
に
つ

い

て

語
る
と

い

う
の

が
、

大
慧
に
よ

る

『

十
牛
図
』

解
釈
の

要
と

な
っ

て
い

る
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

そ
し

て

こ

こ

で

「

本
覚
牛
」

を

許
す
と
い

う
大
慧
独

自
の

解
釈
を
す
る

背
後
に

は
、

無
覚
門
本
有
す
な
わ

ち
無

覚
門

に

関
し

て

本

有
に

力
点
を
お

く
大
慧
の

思

想
的
立

場
が

あ
る

。

こ

の

解
釈
は

大

一

八
三
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『

東
福
仏

通

禅
師
十
牛
訣
』

に
お

け
る

第
七

図
の

解
釈

（

加
　
藤
）

慧
の

密
教
的
思
惟
に

由
来
す
る

と

考

え
ら
れ
る

。

　

例

え
ば
、

大
慧
は

『

十
牛
訣
』

と

は

異
な
る

テ
キ

ス

ト
『

東
寺
三

宝

院
印
信
等
口

決
』

に

お
い

て

も

無
覚

門

本
有
と

有
覚
門
本
有
と
い

う
枠

組
み

で

仏

法
の

全

体
を

語
っ

て

い

る

が
、

そ
こ

で

無
覚
門
本
有
を

「

内

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　（
5

）

外
倶
皆
毘

慮
仏
体
」

で

あ
り

「

法
爾
正

覚
」

で

あ

る

と

述
べ

て

い

る
。

つ

ま

り、

大
慧
は

、

証
道
法
を

、

無

覚
門
と

言
い

な
が

ら
も
本
有
と

い

う
方
向
で

捉
え

、

し

か

も

真
源
本
有
を
「

毘
慮
仏
（
大

日

如
来
二

で

あ

る

と

し

て
い

る
。

こ

の

よ

う
に

大
慧
は

、

『

十
牛
図
』

全

体
の

解
釈
を

密
教

的
な

思

惟
で

行
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
の

で

あ
る

。

五

　
結

　

痴
兀

大
慧
は

、

廓
庵
本
『

十
牛
図
」

の

注
釈
と

い

う
体
裁
を

取
り
な

が

ら
、

第
七

図
に

牛
の

所

在
を

許
す
解
釈
を

し
、

『

十

牛
図
』

全

体
を

有
覚
門
本
有
か

ら

無
覚
門
本
有
へ

と
い

う
視
座
で

読
み

解
く

。

こ

の

よ

う
な

解
釈
は

廓
庵
本
『

十
牛
図
』

か

ら
の

大
き
な
逸
脱
で

あ
る

と

言
っ

て
よ

い
。

そ

し

て

こ

の

独
自
の

読
解
の

背
景
に

は
、

大
日

如
来
を
中
心

に
一

切
を

解
釈
す
る

密
教
思

想
が

横

た

わ
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

1
　
筆
者
が

確
認

し
た
の

は
、

｝
、

無

刊
記
版
本
・

三

重

県
鈴
鹿
市
龍
光
寺

　

蔵
、

二
、

無
刊

記
版
本
・

駒
澤
大
学
蔵、

三
、

正

保
二

年
（

一

六

四

五
）

　

刊
記

版
本
・

駒

澤

大
学
蔵
（
図

な
し
）

、

四
、

無
刊
記
本
・

内
閣
文
庫
蔵

　
の

四

点
で

あ
る

。

2
　
『

東
寺
三

宝
院
印
信
等
口

決
』

の

ほ

か
、

安
養
寺
流
の

密
教
典
籍
が

真

一

八
四

　

福
寺
に

多
数
所
蔵
さ

れ
て

い

る
。

3
　
山

口

與
順
「

臨
済
宗
東
福
寺
派
と

天

台
宗
（

一
）
」

（

『

山
家
学
会
紀
要
』

　

創
刊
号

、

一

九

九

八
）

、

高
柳
さ
つ

き

「

日

本
中
世

禅
の

見
直
し

　
　
聖

　
一

派
を
中
心
に
」

（
『

思

想
』

九
六

〇
、

二

〇

〇

四）

参
照

。

4
　
「

於
実
教
中
者
次
第
不
次

第
有
而
二

不
二

而
二

次
第
教

道
不
二

不
次

第

　

証
道

。

所
謂
天
台
如
云

法
報
応

　
三

身
同

居
方
便
実
報
寂
光
四

土

是

教

　

道
如
云
三

身
即
一

四
土

不
二

等
是
証
道
也
（

中

略）

如
是

道
理

法
義
即
到

　

証
道
家
得
証
相
応
然

則
三

土

之

外
寂
光
為
家
亦
非
二

身
之

外
法
身
為
入

　

証
道
人
家
四

土

不
二

寂
光
為
家
三

身
即
一

近
江
為
人

也
若
到
四

土

不
二

　

寂
光
家
三

身
即
一

人
遥

出
仏
祖

教
門
遠

超
権
実
人
也

。

」

（
第
二

冊
四
ウ

〜

　
五

オ
∀

。

5
　
「

無
覚
門
本
有
法
者

。

直
示
］

切
衆
生

色
心
、

正

明
正

覚
仏
体
也

。

然

　

則

有

覚
門

、

本

有
表
必

在
、

迷

裏
定
在

覚、

無
覚
門
本

、

有
内
外
倶
皆

　

毘
慮
仏

体
く

云
云
V

此

無
覚
門
本
有

、

独
在
秘

密
宗
旨

、

更
非

余
分

。

」

　
（
痴
兀

大
慧
述

、

寂
雲
伝

、

能
信
筆
『

東

寺
三

宝
院
印
信
等
口

決
』

真
福

　

寺
蔵
・

折
本
一

帖
）

。

※

本
稿
に

お

け
る

『

東
福
仏
通
禅
師
十
牛
訣
』

の

引
用

は
、

『

禅
宗
典
籍
叢

刊
』

第
二

巻
（
臨
川

書
房、

一

九

九
九
）

所
収
・

影
印
版
よ

り
行
い
、

原

本

の

冊

数
と

丁
数
の

み

示
し
た

。

（
本

稿
は

、

平
成
二

十
五

年
度
科
学
研

究
費
補
助

金
・

基
盤
研
究
（

C
）

研

究
課
題
番
号
［

二

四

五
二

〇

〇
九

七
］

に
よ

る

研
究

成
果
の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

痴
兀

大
慧

、

『

十

牛
訣
』

、

本
覚

、

無
覚
門
本
有、

密
教

　

（
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研

究
所
専
任
研
究
員
・

博
士
（

哲
学
〉

）
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